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都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 約１１０ ha

令和 元 年度　～ 令和 5 年度 令和 元 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 京都府 亀岡市
かめおかし

亀岡
かめおか

駅
えき

南
みなみ

周辺
しゅうへん

地区
ちく

計画期間 交付期間 5

大目標　『歴史的景観を活かした出会いとふれあいの拠点となる新たなまちの顔づくり』
　目標１　歴史や風土、景観に配慮した魅力あるまちづくり
　目標２　駅周辺の快適性を高め、そこで暮らしたくなるようなまちづくり
　目標３　住民や来訪者の愛着・満足度を高める空間の創出

　本市は、周囲を山々に囲まれた豊かな自然と、長い歴史の中で培われた伝統文化など、豊富な地域資源を有した都市として、主にＪＲ山陰本線と国道９号に沿って市街地を形成し、多くの都市機能が集積している。しかしながら、近年の少子高齢社
会の進行や人口減少社会の進展などの急激な社会構造の変化に対して、まちづくりにおいてもその対応が求めらている。
　とりわけ本市の中心拠点となるＪＲ亀岡駅周辺については、高次都市機能が集積し、公共交通の中枢となるターミナル機能を有する地区として位置付けており、商業・業務機能をはじめ、さまざまな都市機能の維持・誘導を図っていく地区としている。
しかしながら、民間が保有する低未利用地も散見され、都市としての求心力も低下しつつある。一方で、中心市街地には古い町並みなどの歴史文化資源が残されていることから、観光資源として活用し、交流人口のさらなる拡大を図りながら、中心拠
点における低未利用地を活用したにぎわいづくりや、既存ストックの再編による都市の魅力向上に取り組む。
　また、市内のＪＲ各駅周辺を地域拠点と位置付け、必要な都市機能の維持・誘導を図りながら、道路・公共交通ネットワークの整備・機能強化により、他の地域拠点・産業拠点等との連携を促進し、「集約拠点ネットワーク型都市」の形成を目指す。

　当地区は、ＪＲ亀岡駅南側を中心とする本市の交通結節点となっている駅前ゾーンと、地区の南側にあり亀山城の城下町をベースに形成されている市街地ゾーンに大別されており、歴史的発展過程を見ると、高度経済成長期以前までは、旧城下町
が本市の都市的サービスを提供する中心的役割を担っていたが、人口の急増に対し、駅周辺のみで都市拡大を行うことが困難であったことと、自動車社会の進展や、地区南側の郊外に大規模な住宅団地が形成されたこと等により、都市軸が国道９
号を中心に形成されるとともに、都市機能が分散したため、相対的にＪＲ亀岡駅周辺地区のポテンシャルが低下してきた。
　駅前ゾーンについては、大型商業店舗が２店舗立地するなど商業地としての性格を有しているが、駅前に大型平面駐車場が広がるなど、土地の有効活用が十分に図られていないほか、本市の顔となる立地でありながら、修景面において駅周辺の
住民や、本市を訪れる観光客にとっての満足度が不十分な面がある。
　市街地ゾーンについては、今もなお数多く点在する社寺や伝統的な町家による町並み、城下町であったころの町割りが残されており、歴史文化景観的に価値の高い地区となっている。

　駅前ゾーンについては、ＪＲ山陰本線の複線化やＪＲ亀岡駅舎の改築、主要地方道亀岡園部線の延伸整備など大規模なインフラ整備が完了し、地域の交通条件が大きく変化したほか、地区の北側では土地区画整理事業による新たなまちづくりや、
府立京都スタジアムが建設されたことなどから、当地区においてもこれらを契機としたまちづくりの展開が望まれている。
　市街地ゾーンについては、旧城下町を中心に古い町並みや、山鉾に代表される地域の歴史文化などが数多く残されているゾーンであり、また、２０２０年ＮＨＫ大河ドラマが明智光秀を主人公とした「麒麟が来る」に決定したこともあり、景観的配慮を
行った街路の延伸や観光対応機能の充実、地域住民主体の景観形成やもてなしの機運づくりを図り、当地区の有する歴史的資産や建造物を積極的に活用した亀岡独自の歴史的地区として個性あるまちづくりを展開し、全体として周遊型観光に対応
する地域を形成していくことが必要となっている。

【総合計画】
　第４次亀岡市総合計画（平成２３年１月策定）に位置付けられたまちづくりの基本方針
　　目指すべき都市像　　　　…　「水・緑・文化が織りなす笑顔と共生のまち　かめおか」　～セーフコミュニティの推進とにぎわいのまちづくり～
　　まちづくりの基本理念　　…　市民の参画と共同の推進／安全・安心・ぬくもりの創出／豊かな自然と先人の知恵の継承・活用
　　ゾーン別地域振興構想　…　にぎわいと街のゾーン：中心市街地の活性化と快適に移動可能なゾーンの振興
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○振興方針：多世代がともに居住できる住宅地域の整備や鉄道駅を中心とした公共交通・都市機能の向上、企業の誘致・活性化等により、にぎわいのある中心市街地の活性化を図る



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

千人／年 H28 R5

人 H29 R5

人／年 H29 R5

　本地区については、公共交通の結節点としての機能や、商業・業務機能、図書館、文化資料館等の公共公益機能をもとより有しているところであるが、古い町並みなどの歴史文化資源などの活用と合わせて、市民や来訪者が愛着を持ち、満足でき
るよう、既存の都市機能の強化・充実を図るとともに、民間の低未利用地の有効な利活用方策を研究するなど、新たな都市機能の誘導及び既存の都市機能の再配置についても検討を重ねていく。

　本地区については、必要な誘導施設を一定有しているものの、失われつつある都市の求心力を向上させるため、既存の公共公益機能や都市機能の強化・充実を図るとともに、民間の低未利用地の有効な利活用方策や、新たな都市機能の誘導及び
既存の都市機能の再配置について検討を重ねていく。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

ＪＲ亀岡駅乗客者数 ＪＲ亀岡駅の年間乗客者数
駅前道路の快適性向上による駅利用者の増加や、まちなか散策
型観光の展開による観光客の増加により、ＪＲ亀岡駅の乗客者数
の増加を目指す。

3,299 3,300

対象地区内人口 対象地区内の居住人口
人口減少などの中心市街地の空洞化に対し、道路整備や各種生
活環境の向上により居住人口の維持を目指す。

12,800 12,800

城下町の周遊型観光客数 丹波亀山城宝さがしゲームの年間参加者数
明智光秀が築城した亀山城址を中心とした城下町を訪れる来訪
者の増加を目指す。

3,336 5,952



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【目標１　歴史や風土、景観に配慮した魅力あるまちづくり】
　・当地区の有する歴史的資産や建築物等を積極的に活用し、快適かつ良好な生活環境を形成し、亀岡独自の歴史的地区として個性あるまちづくりを
行う。

＜基幹事業＞
【高質空間形成施設】
　（都）亀岡停車場三宅線修景整備
　（都）並河亀岡停車場線修景整備
　（都）西町亀岡停車場線修景整備
　歴史的資源ネットワーク整備
　南郷公園及び公園遊歩道修景整備

＜提案事業＞
【事業活用調査】
　まちなみ・まちづくり計画策定
　亀岡駅南周辺地区事業効果分析

【目標２　駅周辺の快適性を高め、そこで暮らしたくなるようなまちづくり】
　・駅周辺の幹線道路の高質化を図ることにより、まちの質感を高め、住民や観光客の満足度を高めるとともに、都市機能と商業の拠点となる利便性や
快適性の高いまちづくりを促進し、人々が集い、活動するにぎわいと魅力あふれるまちの再生を推進する。

＜基幹事業＞
【高質空間形成施設】
　（都）亀岡停車場三宅線修景整備
　（都）並河亀岡停車場線修景整備
　（都）西町亀岡停車場線

＜提案事業＞
【事業活用調査】
　まちなみ・まちづくり計画策定
　亀岡駅南周辺地区事業効果分析

【目標３　住民や来訪者の愛着・満足度を高める空間の創出】
　・ＪＲ亀岡駅から明智光秀が築いた亀山城址及び城下町エリアへの導線となる幹線道路の高質化を図り、城下町の雰囲気を残した整備を行うことによ
り、駅周辺においては地域住民が憩う場となり、また、観光客にとってはまち歩きを楽しめるようになるなど、住民や来訪者の愛着を高める空間の創出を
行う。

＜基幹事業＞
【高質空間形成施設】
　（都）亀岡停車場三宅線修景整備
　（都）西町亀岡停車場線
　歴史的資源ネットワーク整備
　南郷公園及び公園遊歩道修景整備
　内丸町簡易児童遊園整備
　京町簡易児童遊園整備

＜提案事業＞
【事業活用調査】
　まちなみ・まちづくり計画策定
　亀岡駅南周辺地区事業効果分析



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

亀岡市 直 L=400m R2 R5 R2 R5 490 490 490 490 -

亀岡市 直 L=200m R3 R3 R3 R3 37.4 37.4 37.4 37.4 -

亀岡市 直 L=400m R3 R3 R3 R3 65 65 65 65 -

亀岡市 直 L=5,000m R4 R5 R4 R5 30 30 30 30 -

亀岡市 直 A=6,950㎡ R3 R4 R3 R4 131.4 131.4 131.4 131.4 -

亀岡市 直 A=150㎡ R4 R5 R4 R5 5 5 5 5 -

亀岡市 直 A=307㎡ R4 R5 R4 R5 5 5 5 5 -

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 764 764 764 0 763.8 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

亀岡市 直 R1 R2 R1 R2 15 15 15 15

亀岡市 直 R5 R5 R5 R5 5 5 5 5

合計 20 20 20 0 20 …B

合計(A+B) 783.8
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

交付対象事業費 783.8 交付限度額 388.1 国費率

（参考）事業期間

0.495

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
交付期間内事業期間

細項目

（都）亀岡停車場三宅線修景整備

（都）並河亀岡停車場線修景整備

（都）西町亀岡停車場線修景整備

歴史的資源ネットワーク整備

内丸町児童遊園整備

住宅市街地総合整備事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業活用調査
まちなみ・まちづくり計画策定 亀岡駅南周辺地区

亀岡駅南周辺地区事業効果分析 亀岡駅南周辺地区

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

まちづくり活動
推進事業

所管省庁名 規模

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

京町児童遊園整備

事業 事業箇所名 事業主体

南郷公園及び公園遊歩道修景整備

高質空間形成施設

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　亀岡駅南周辺地区（京都府亀岡市） 面積 約110 ha 区域
亀岡市東堅町、西堅町、突抜町、横町、京町、呉服町、旅籠町、新町、矢田町、塩屋町、柳
町、本町、紺屋町、南郷町、西町、内丸町、北町の全部及び三宅町、古世町、北古世町、下
矢田町、追分町、安町の一部

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

凡　例


